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山梨の紅葉前線

甲府・昇仙峡甲府・昇仙峡

石和・勝沼・西沢石和・勝沼・西沢

清里・小淵沢・韮崎清里・小淵沢・韮崎

大月・都留大月・都留

南アルプス/・富士川南アルプス/・富士川

富士山・富士五湖富士山・富士五湖 昇仙峡昇仙峡

西沢渓谷西沢渓谷

通仙峡通仙峡

丹波渓谷丹波渓谷

身延山御草庵跡身延山御草庵跡

もみじ回廊もみじ回廊

甲府・昇仙峡エリア
　ミレーの美術館で知られる「山梨県立美術館」や、国の特別名勝「昇
仙峡」をはじめ、山梨を代表する歴史・芸術・文化に触れつつ、紅葉を愛
でられる名所が充実しているのがこのエリア。甲府の中心街からほんの
少し足を伸ばすだけで、豊かな自然に出逢えるのも山梨ならでは。シー
ズン後半までさまざまな紅葉が楽しめる。

石和・勝沼・西沢渓谷エリア
　紅葉したぶどう棚が丘を一面の絨毯のように彩るブドウとワインの里
「勝沼」と、伝統の温泉街「石和温泉郷」、近くには「恵林寺」など歴史
的史跡の多い武田家ゆかりの里も広がる。錦秋に染まる古刹の庭園美
も必見。そこから笛吹川に沿って遡れば国立公園の圧倒されるような
大自然「西沢」の渓谷美が待っている。

清里・小淵沢・韮崎エリア
　山全体が金色に輝くようなカラマツの黄葉。白樺と真っ赤なモミジ、澄
みきった空と高原のコントラスト…県内でも一足早く秋が訪れる八ヶ岳
山麓の紅葉は爽やかでダイナミック。雄大な大自然いっぱいに広がる紅
葉のパノラマを、高原ドライブ、森林散策、渓谷トレッキング、美術館＆ギ
ャラリー巡りなどで多彩に満喫できる。

大月・都留エリア
　山梨県と東京との県境、谷深い山々が折り重なるエリア。「丹波山系」
「小菅山系」「道志山系」、そして古の旅人の道「甲州街道」をとりまく素
朴な名山たち。手つかずの大自然を残す山々が競うように紅葉する。標
高の高い水源地周辺では渓谷に映える紅葉を。街道沿いの名勝「猿
橋」の紅葉も有名。

富士山・富士五湖エリア
　富士山の紅葉は5合目からはじまり、やがて広大な裾野まで染めあげ
ていく。富士山の山梨県側になる富士北麓エリアの見どころは、なんと
いっても霊峰「富士山」と「富士五湖」、裾野の大自然とが共演するスケ
ールの大きな紅葉景色。紅葉越しの冠雪の富士、湖面に映る艶やかな
錦絵など、押さえたい絶景ポイントは限りない。

南アルプス・富士川流域・エリア

甲府
昇仙峡エリア

石和・勝沼
西沢渓谷エリア

清里・小淵沢
韮崎エリア

大月
都留エリア

富士山
富士五湖エリア南アルプス

富士川流域エリア

　県内の南西部に位置し、比較的ゆっくりと紅葉が訪れるエリア。一級
河川「富士川」流域沿いにかつての宿場町「鰍沢」「下部温泉」「身延
山」はじめ歴史的風情を色濃く残し、伝統工芸も有名。背後には櫛形
山、源氏山、さらに3000m級の南アルプスを抱き、絢爛豪華な秋景色を
見せてくれる。紅葉の名所で有名な渓谷も多い。
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　 御岳昇仙峡 【甲府市・甲斐市】

甲府市街地からわずか30分に広がる深山幽谷の世界。迫力の断崖に美しい
渓谷が流れ、主峰の覚円峰や仙娥滝を中心にまるで錦絵のような世界を散策
できる。 国の特別名勝。
●11月上旬～11月下旬　●JR甲府駅からバス約30分　●中央自動車道甲
府昭和ICから約30分　●P普通車・大型
●昇仙峡観光協会☎090-8648-0243　●甲府市観光課☎055-237-5702
●甲府市観光協会☎055-226-6550

名物のトテ馬車に乗って日本屈指の渓谷美を満喫

　 荒川林道（クリスタルライン）【甲府市・甲斐市・山梨市・北杜市】
八ヶ岳から秩父山系にまたがって雄大な自然のなかを走る山岳ドライブルート。ナナカマド、カエデ、シラカバ
等が彩る山々の大パノラマと渓谷美、冠雪の富士山までも望める。
●10月中旬～11月中旬　●JR甲府駅からタクシー約60分
●中央自動車道甲府南ICから約70分、又は勝沼ICから約90分　●P普通車
●甲府市観光協会☎055-226-6550　●甲斐市商工観光課☎055-278-1708
●山梨市観光課☎0553-22-1111　●北杜市観光・商工課☎0551-42-1351

標高1,000m以上を走る総延長68.1kmの紅葉ラインを爽やかドライブ

　 信玄堤公園 【甲斐市】
戦国時代、武田信玄が釜無川の氾濫を治めるため築いたといわれる日本最古の治水土木施設。その信玄堤を強固
にするため江戸期に植えたとされるケヤキやカエデの大木の紅葉が見事。
●10月下旬～11月上旬　●JR竜王駅から徒歩約20分　●中央自動車道甲府昭和ICから約10分
●P普通車・大型　●甲斐市商工観光課☎055-278-1708

信玄堤の歴史ロマンを知る大ケヤキとカエデの紅葉

　小瀬スポーツ公園 【甲府市】
自然に恵まれた総合公園施設で山梨のスポーツ競技の中心地。秋にはイチョウやカエデなど樹々が一斉に色づ
き、ジョギングや散策、芝生やベンチに座りゆっくり紅葉に憩える。
●11月中旬～11月下旬　●JR甲府駅からバス約30分　●中央自動車道甲府南ICから約10分
●P普通車・大型　●小瀬スポーツ公園管理事務所☎055-243-3111
●甲府市観光協会☎055-226-6550

カエデの森やイチョウ並木もある県民憩いの総合公園

　 四尾連湖 【市川三郷町】
大畠山の中腹に位置し、古くは富士八湖の一つに数
えられていた。標高850m、周囲は約1.2kmで、キャン
プ場のほか、貸しボートやバーベキュー、釣りなどのア
ウトドアライフが楽しめる。
●10月下旬～11月上旬
●JR市川大門駅からタクシー約30分　●中央自動
車道甲府南ICから約50分　●P普通車・大型
●市川三郷町産業振興課☎055-240-4157

紅葉の隠れた名所、とっても静かな山上湖

　 考古博物館 【甲府市】
縄文発祥の地やまなしの歴史を辿れる博物館。甲府
市南部の丘陵地にあり、自然豊かな丘陵公園内では
国指定史跡の古墳群も見られ、紅葉の森に包まれる
様子に古代が甦る。
●11月中旬～11月下旬
●JR甲府駅からバス約30分
●中央自動車道甲府南ICから約3分
●P普通車・大型
●山梨県立考古博物館☎055-266-3881
●甲府市観光協会☎055-226-6550

縄文文化発祥の丘を彩る紅葉と古墳群

　 武田神社 【甲府市】
武田信玄を祭神とし武田家三代の館「躑躅ヶ崎館」跡に創建。当時のお堀や石垣が残り、数百種の樹木からな
る鎮守の森の紅葉も見事。周辺は要害山を望むのどかな山里の秋景色。
●11月中旬～11月下旬　●JR甲府駅からバス約8分　●中央自動車道甲府昭和ICから約30分
●P普通車・大型　●武田神社☎055-252-2609　●甲府市観光協会☎055-226-6550

黄金色に落葉する全国でも珍しい「三葉の松」

　 板敷渓谷 【甲府市】
昇仙峡の上に位置する荒川ダムの先にある渓谷。静かな紅葉の穴場でありながら気軽に訪れられる。大小
の滝が多く、特に落差40mを誇る華麗な「大滝」は一見の価値あり。
●10月下旬～11月下旬　●JR甲府駅からバス約50分→徒歩約40分　●中央自動車道甲府南ICから
約60分→徒歩約10分　●P普通車・大型　
●昇仙峡観光協会☎090-8648-0243　●甲府市観光協会☎055-226-6550

昇仙峡のさらに上流部にある隠れた秘境

芸
術
と
文
化
と
紅
葉

　 芸術の森公園 【甲府市】
表通り沿いのイチョウ並木をはじめ、自然
豊かな公園内は見どころ豊富。特に公園
中心部の池の周辺は水面に錦絵が映る
ほど鮮やか。点在する野外彫刻と木々の
紅葉とが織りなす自然の芸術を愛でること
もできる。
●11月上旬～11月下旬　●JR甲府駅
からバス約20分　●中央自動車道甲府
昭和ICから約10分　●P普通車・大型
●県立文学館☎055-235-8080
●甲府市観光協会☎055-226-6550

芸術と自然に酔う贅沢な秋の一日
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知る人ぞ知る穴場
　 武田の杜
　健康の森 【甲府市】

武田の杜と総称される甲府市北側の
2,500haの森林地域のなかの中心施設。
市街地の間近にあって驚くほど豊かな森林
公園。様々な散歩道が整備され見どころ豊
富。千代田湖に隣接。
●11月中旬～11月下旬　●JR甲府駅か
らバス約20分→徒歩約10分
●中央自動車道甲府昭和ICから約30分
●P普通車
●武田の杜管理事務所☎055-251-8551
●甲府市観光協会☎055-226-6550

富士山をバックに甲府盆地を一望
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 【甲州市】

　 勝沼ぶどう郷 【甲州市】

秋色に色づく葡萄の葉が、目の前一面の丘を絨毯のように染めあげる。地元ワインを試
飲できるぶどうの丘や葡萄やワインに係る歴史遺産が見られる宮光園周辺等も散策ポ
イント。
●10月下旬～11月上旬　●JR勝沼ぶどう郷駅から車で5～10分　●中央自動車道勝
沼ICから約10分　●P普通車　●甲州市観光交流課☎0553-32-2111（代）　

全国でも珍しいぶどう郷の紅葉、熟成したワインもお楽しみ

　 竜門峡 【甲州市】
武田家ゆかりの古刹•景徳院や栖雲寺の近くに、約2.4kmにわたって竜門峡遊歩道が整備されている。巨岩が
横たわり、滝が流れ、丸太橋のかかる渓谷を深山幽谷の秋が包む。
●11月上旬～11月中旬　●JR甲斐大和駅からバス約10分　●中央自動車道勝沼ICから約20分
●P普通車・大型　●甲州市観光交流課☎0553-32-2111(代)

武田家終焉の地を彩る渓谷の深まる秋
　 新道峠 【笛吹市】
芦川から分岐している新道峠は富士山の絶景を望める撮影ポイントとして有名。錦秋に彩られる山々越しに眼下
には輝く河口湖、眼前には裾野まであらわにした冠雪の霊峰の姿。
●10月下旬～11月下旬　●JR石和温泉駅からタクシー約50分　●中央自動車道一宮御坂ICから約50分
●P普通車数台　●笛吹市芦川支所☎055-298-2111

紅葉する山並み越しの日本一と称される富士山の眺め

　 芦川渓谷 【笛吹市・市川三郷町】

標高1,793mの黒岳に源を発し天然のイワナやヤマメも
釣れる渓流。名勝・奇勝も多く、清流と山々のコントラスト
が鮮やか。日本の原風景のような石垣の里も見られる。
●11月上旬～11月中旬　●JR石和温泉駅からバス
約30分　●中央自動車道甲府南ICから約30分　
●P無し　●笛吹市芦川支所☎055-298-2111

刻々と変化する渓谷に沿って、延長25kmの
県道ドライブもおすすめ

　フルーツ公園 【山梨市】

甲府盆地や富士山も見晴らせる丘斜面を利用した広大な
果物のテーマパーク。果樹園、足湯などの施設も充実し、眺
望が日本三大夜景にも指定されている。
●10月下旬～11月上旬　●JR山梨市駅からタクシー約
7分　●中央自動車道一宮御坂ICから約30分　●P普
通車・大型　●笛吹川フルーツ公園☎0553-23-4101

紅葉に染まる甲府盆地と山々を見晴らせる
果樹王国のシンボル

　 天目山・栖雲寺石庭 【甲州市】
県指定名勝の庭園。禅寺の庭園と聞いて想像する様
な鎌倉や京都の庭とは全く異なり、多くの巨岩からなる
豪快な自然の造形。庭園の中には地蔵菩薩と文殊菩
薩の磨崖仏があり、本県では唯一の磨崖仏で、いずれ
も県指定文化財。秋には庭園のみならず、周囲の山々
まで見渡す限りの紅葉が楽しめる。
●11月上旬～11月中旬
●JR甲斐大和駅からバス約15分
●中央自動車道勝沼ICから約30分　●P普通車　
●甲州市観光交流課☎0553-32-2111(代)

豪快な自然石を配した禅庭と紅葉のコントラスト

　 八田家書院 【笛吹市】
武田家家臣の八田氏の屋敷を徳川家康より拝領した用材によって再建した茅葺き入母屋造りの書院。八田家
朱印屋敷も隣接し、楓や欅が鮮やかな庭園と調和し侘び寂びの風情。
●11月中旬～11月下旬　●JR石和温泉駅から徒歩約10分　●中央自動車道一宮御坂ICから約10分
●P普通車　●八田書院☎055-261-6111

石和温泉駅から徒歩で行ける紅葉美の隠れた名所

武
田
の

史
跡
の
秋

　 恵林寺 【甲州市】
武田信玄の菩提寺として知られる名刹。国の名勝に指
定される美しい庭園は池泉回遊式といわれる様式で夢
窓国師の代表作。特に紅葉の季節は一幅の絵画のよ
うな美しさを見せる。
●11月中旬～11月下旬
●JR塩山駅からバス約15分
●中央自動車道勝沼ICから約30分
●P普通車
●甲州市観光交流課☎0553-32-2111（代）

カエデやツツジが名園を引きたてる

秋
も
深
ま
る
頃
、「
恵
林
寺
」周
辺
を
歩
い
て
い
る
と

家
々
の
軒
先
に
は
鮮
や
か
な「
吊
る
し
柿
」の
カ
ー
テ
ン
が

見
ら
れ
ま
す
。昔
な
が
ら
の
塩
山
の
風
物
詩
で
す
。柿
は

「
甲
州
八
珍
果
」の一つ
で
あ
り
、今
も
松
里
地
区
の
農
家

を
中
心
に「
こ
ろ
柿
の
里
」の
伝
統
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

塩
山
は
甲
府
盆
地
の
北
東
に
位
置
し
、歴
史
的
な
史
跡

や
文
化
財
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。武
田
信
玄
菩
提
寺

の「
恵
林
寺
」は
じ
め
、「
放
光
寺
」「
向
嶽
寺
」「
雲
峰

寺
」、ま
た
武
田
代
々
家
督
の
し
る
し「
小
桜
韋
威
鎧
兜
、

大
袖
付
」を
祀
る「
菅
田
天
神
社
」な
ど
、甲
斐
源
氏
か

ら
武
田
氏
に
続
く
歴
史
を
辿
れ
る
寺
社
も
集
中
し
て
い

ま
す
。

軒
下
の
こ
ろ
柿
が
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
か
ら
ア
メ
色
に

変
わ
れ
ば
、も
う
す
ぐ
冬
。国
宝
級
の
文
化
財
と
素
朴

な
伝
統
が
塩
山
の
秋
を
豊
か
に
彩
っ
て
い
ま
す
。

知る人ぞ知る穴場

　 根津記念館【山梨市】
鉄道王•初代根津嘉一郎の実家の根
津邸が保存公開されている。富士山、
御坂山系を借景にした庭園の木々が
赤や黄色に色づく頃、開館時間を延長
し、夜間ライトアップが行われる。
●11月中旬～11月下旬
●JR山梨市駅から徒歩約25分
●中央自動車道勝沼ICから約15分
●P普通車・大型車
●根津記念館☎0553-21-8250
●山梨市観光課☎0553-22-1111

幻想的に浮かび上がる日本の美

　 西沢渓谷 【山梨市】
秩父多摩甲斐国立公園に属し、森林浴の森100選や日本の滝100選
にも選ばれる規模も美しさも県内屈指の渓谷。1周約4時間の遊歩道に
沿って錦秋に染まる渓谷を堪能できる。
●10月下旬～11月上旬　
●JR山梨市駅からバス約60分　●中央自動車道勝沼ICから約50分
●P普通車　●山梨市観光課☎0553-22-1111

エメラルド色の滝壺や淵が紅葉に彩られる圧巻の渓谷美
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高
原
の
輝
き
清
里・小
淵
沢・韮
崎
エ
リ
ア

天
高
き
空
、冠
雪
の
八
ヶ
岳

ど
こ
ま
で
も
彩
や
か
な
高
原
の
秋
に

心
が
解
き
放
た
れ
る 【

北
杜
市
・
韮
崎
市
】

　 八ヶ岳高原大橋 【北杜市】

谷深い川俣渓谷にかかる全長490mの橋。通称「赤い橋」と呼
ばれる東沢大橋に対して「黄色い橋」と呼ばれる。北に八ヶ岳、
南西に南アルプス、南に富士山も望める絶景。
●10月下旬～11月上旬　●JR小海線清里駅からタクシー約
10分　●中央自動車道長坂ICから約20分　●P普通車
●北杜市観光•商工課☎0551-42-1351
●北杜市観光協会☎0551-42-1414

雄大な八ヶ岳高原を染め尽くす紅葉を深さ110mの橋から望む

　 三分一湧水 【北杜市】

その昔、農業用水として三つの村に等配分した貴重な遺構が見
られ、気持ちのいい水辺公園になっている。周囲の紅葉も鮮やか
で、名水で打ったお蕎麦や農産物の直売も楽しめる。
●10月下旬～11月中旬 ●JR小海線甲斐小泉駅から徒歩約
10分　●中央自動車道長坂ICから約20分　●三分一湧水館
☎0551-32-0058　●P普通車・大型 ●北杜市観光•商工課
☎0551-42-1351　●北杜市観光協会☎0551-42-1414

黄金に輝くカラマツ林の中に滔々と湧く日本名水百選

　 川俣川渓谷 吐竜の滝 【北杜市】

八ヶ岳が抱く最も美しい渓谷が誇る名瀑。落差10m、幅
15m、苔むした岩肌を幾筋もの絹糸が流れつたい、源流
域の彩やかな紅葉とコントラストして荘厳なまでの美しさ。
●10月下旬～11月上旬 ●JR小海線清里駅からタク
シー約10分→徒歩約10分　●中央自動車道長坂IC
から約20分→徒歩約10分　●P普通車
●北杜市観光•商工課☎0551-42-1351
●北杜市観光協会☎0551-42-1414

八ヶ岳の自然の奥深さが感じられる
神秘的なまでの美しさ

　 東沢大橋 【北杜市】

紅葉する八ヶ岳を背景に赤い橋がかかる風景でおなじみ、八ヶ岳高原屈指の絶景ポイント。眼下には川俣川東沢の美しい渓谷が続き、
渓谷の名所へ足を伸ばすこともできる。
●10月下旬～11月上旬　●JR小海線清里駅からバス又はタクシー約10分　●中央自動車道長坂ICから約25分
●P普通車　●北杜市観光•商工課☎0551-42-1351　●北杜市観光協会☎0551-42-1414

真っ青な空と八ヶ岳、紅葉に輝く高原、鮮やかな赤い橋

　 瑞牆山 【北杜市】
深田久弥の名著•日本百名山の一つ。奇岩、奇峰が連なり空海伝説も伝わる山の威容を、麓のみずがき山自然
公園から眼前に見ることができる。増富ラジウム温泉も近い。
●10月中旬～10月下旬　●中央道須玉ICから約60分　
●P普通車　●北杜市観光•商工課☎0551-42-1351　●北杜市観光協会☎0551-42-1414

白い花崗岩とシラカバやカラマツの紅葉のコントラストが絶景

　 七里岩 【韮崎市】
武田の里である韮崎市の真ん中を釜無川に沿って南北に約28km(約７里)にわたって縦断する溶岩の断崖。国
道20号沿いから眺望でき、周囲には武田家ゆかりの史跡も点在。
●10月中旬～11月上旬　●JR韮崎駅から徒歩約10分　●中央自動車道韮崎ICから約10分
●P普通車　●韮崎市観光協会☎0551-22-1991

武田家ゆかりの里を7里にわたって彩る紅葉の断崖

　 尾白川渓谷（神蛇滝）【北杜市】 
名峰•甲斐駒ケ岳の白く輝く花崗岩の山肌を流れる美しい渓谷。麓は名水の里として有名な白州町。周辺はト
レッキング、渓流釣り、キャンプ等のメッカ。日本名水百選に指定。
●10月下旬～11月下旬　●JR中央本線日野春駅・長坂駅からタクシー約20分　
●中央自動車道長坂ICから約30分　●P普通車・大型　
●北杜市観光•商工課☎0551-42-1351　●北杜市観光協会☎0551-42-1414

南アルプスに抱かれるエメラルドグリーン色の渓谷

●10月中旬～11月中旬　●JR長坂駅からバス約5分　●中央自動車道長坂ICから約10分
●P普通車・大型　●清春芸術村☎0551-32-3332　●北杜市観光•商工課☎0551-42-1351

　 美し森（清里周辺）【北杜市】

標高1542mの美し森山頂の展望台へは駐
車場から散策路で約15分。八ヶ岳、南アル
プス、富士山まで見える大パノラマが紅葉一
色に。清里らしい爽やかな風景が広がる。
●10月下旬～11月上旬
●JR清里駅からバス約10分
●中央道須玉ICから約25分又は小淵沢IC
から約30分
●P普通車・大型
●北杜市観光•商工課☎0551-42-1351
●北杜市観光協会☎0551-42-1414

360度見晴らせる
清里高原随一のビュースポット

白
樺
派
の
聖
地 

清
春
美
術
村

知る人ぞ知る穴場

　 海岸寺 【北杜市】
杉の巨木が生い茂る山の尾根に作ら
れた古い石畳の参道を登ると、百体の
石の観音が出迎える。俗界から隔絶し
たような静寂さに包まれイチョウの舞い
散る音まで聴こえそうだ。
●11月中旬～11月下旬
●JR韮崎駅からバス約50分→徒歩約15分
●中央自動車道須玉ICから約30分
●P普通車
●海岸寺☎0551-46-2017
●北杜市観光•商工課☎0551-42-1351

静かな山寺の至極の秋

「
い
く
ら
小
さ
く
て
も
気
持
の
い
い
、本
物
の
わ
か
る
人
が
見
て

喜
ん
で
く
れ
る
美
術
館
を
建
て
た
く
思
ふ
」武
者
小
路
実
篤
、

志
賀
直
哉
ら「
白
樺
」の
同
人
が
建
設
を
夢
み
て
果
た
せ
な

か
っ
た
"
幻
の
美
術
館
"
を
、八
ヶ
岳
南
麓
の
爽
や
か
な
秋
が

包
み
ま
す
。

「
清
春
白
樺
美
術
館
」は
、両
氏
と
親
交
の
あ
っ
た
吉
井
長
三

氏
が
彼
ら
の
理
想
を
く
み
実
現
さ
せ
た
も
の
。甲
斐
駒
ヶ
岳
、

八
ヶ
岳
を
望
む
芸
術
村
は
、他
に「
ル
オ
ー
礼
拝
堂
」「
梅
原
龍

三
郎
ア
ト
リ
エ
」等
も
あ
り
、芸
術
村
を
拠
点
に
し
た「
清
春
四

季
の
道
」の
紅
葉
も
お
す
す
め
で
す
。

【北杜市】
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紅
葉
街
道
を
ゆ
く
大
月・都
留
エ
リ
ア

い
に
し
え
の
旅
人
の
よ
う
に

谷
深
き
ふ
る
さ
の

鮮
や
か
な
秋
の
な
か
を

ゆ
っ
く
り
と
行
く

【
大
月
市・都
留
市・上
野
原
市・西
桂
町・道
志
村・小
菅
村・丹
波
山
村
】

　 鶴川渓谷 【上野原市】
深い渓谷を囲む山々が色とりどりに紅葉し、周囲は長寿の里で知ら
れる棡原や西原の昔ながらの集落が秋色に彩られる。釣りで人気
の渓谷で川沿いには釣り場やキャンプ場、休暇村等が充実。棡原
のふるさと長寿館では自然食の長寿食を。
●10月下旬～11月中旬　●JR上野原駅からバス約30分
●中央自動車道上野原ICから約30分　●P普通車
●上野原市経済課☎0554-62-3119

都心に近い大自然と日本の原風景のような秋

　 神鈴の滝周辺 【西桂町】
三ツ峠ハイキングコースの途中、「神鈴の滝」の周辺には
遊歩道や清流を生かした自然公園が整備され、山頂まで
行かなくても山麓の豊かな自然を満喫できる。真っ赤なも
みじや美しい滝越しに三ツ峠山頂が望める。
●11月上旬～11月下旬
●富士急行線三ツ峠駅から徒歩約40分
●中央自動車道都留ICから約30分
●P普通車
●西桂町産業振興課☎0555-25-2121

400mの一枚岩を滑って流れる迫力の滝

　 丹波渓谷 【丹波山村】
多摩川の源流である丹波川は、人を寄せ付けぬほどの谷深い
渓谷美を見せる。渓谷沿いに国道411号線が走り、おいらん淵
までの約10kmの道中全てが見事なまでの紅葉スポット。景勝
地の滑瀞(ナメトロ)の他、丹波川支流の後山川や泉水谷の紅
葉も素晴らしい。日帰り温泉「のめこい湯」も人気。
●10月下旬～11月上旬
●JR奥多摩駅からバス56分
●中央自動車道勝沼ICから約60分
●道の駅たばやま観光案内所☎0428-88-0411
●丹波山村温泉観光課☎0428-88-0026

多摩川の源流、切り立つ岩と清流が織りなす絶景の山岳ドライブ

　 小菅川・白糸の滝 【小菅村】
源流の里である小菅村にあり、水源の森として100年以上大切
に守られる自然林の中を流れている。小菅川の源流部で落差
36mを落下する繊細な美しい滝が、周囲の天然林の紅葉の中
でひと際輝いて見える。
●10月下旬～11月上旬
●JR奥多摩駅からバス約55分→徒歩約20分
●中央自動車道上野原ICから約90分　●P普通車
●小菅村源流振興課☎0428-87-0111

源流域の手つかずの自然の中にある紅葉の名所

水
源
の
森 

道
志
渓
谷

知る人ぞ知る穴場

　 雁ヶ腹摺山【大月市】
旧500円札の富士山の風景としてカ
メラマンに人気のスポット。山々が連な
る風景と富士山の雄大さが味わえる。
大峠の駐車場から徒歩1時間ほどで
登れる。
●10月下旬～11月上旬
●JR大月駅からタクシー約50分
●中央自動車道大月ICから約45分
●P普通車
●大月市観光協会☎0554-22-2942

旧500円札に描かれた富士山

　 猿橋 【大月市】

旧甲州街道沿いにある国指定名勝。橋桁を使わず四層のはね木に
よって支える珍しい構造。美しい木造橋の下は絶壁の渓谷で、深緑の
桂川を艶やかな紅葉が彩る様はまさに日本の美そのもの。
●11月上旬～11月下旬　●JR猿橋駅から徒歩約25分
●中央自動車道大月ICから約15分　●P普通車・大型
●大月市産業観光課☎0554-20-1829
●大月市観光協会☎0554-22-2942

日本三大奇橋のひとつから望む錦秋の桂川
　 三ッ峠 【西桂町】

山頂から望む富士山の絶景の他にも魅力満載の山。西桂町から登る
ルートでは達磨石や八十八大師など霊山の歴史も辿れる。麓に「三つ
峠グリーンセンター」があり宿泊や温泉、体験工房などハイキングや散策
の起点に利用できる。
●11月上旬～11月下旬　●富士急行線三ツ峠駅から徒歩約40分
●中央自動車道都留ICから約30分　●P普通車
●西桂町産業振興課☎0555-25-2121

富士見の山として圧倒的な人気を誇る写真家の聖地

道
志
川
が
横
浜
市
の
水
源
と
な
っ
た
当
時
、そ
の
清
ら
か
さ
は

「
赤
道
を
越
え
て
も
腐
ら
な
い
水
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。そ

の
後
、横
浜
市
と
道
志
村
が
協
同
し
て
水
源
の
森
を
守
っ
て
き
た

た
め
、「
道
志
七
里
」と
も
言
わ
れ
る
28
k
m
に
わ
た
る
渓
谷
は
今

も
手
つ
か
ず
の
貴
重
な
自
然
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

道
志
渓
谷
は
、山
梨
県
と
神
奈
川
県
境
に
位
置
し
、北
丹
沢
山
塊

と
道
志
山
脈
の
山
嶺
に
囲
ま
れ
た
細
長
い
渓
谷
で
、葉
脈
の
よ
う

な
支
流
が
深
い
谷
に
流
れ
こ
む
渓
谷
美
が
特
徴
的
で
す
。大
小
の

滝
や
吊
り
橋
、源
頼
朝
伝
説
の「
的
様
」な
ど
渓
谷
の
魅
力
も
ど

こ
ま
で
も
深
く
、秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
紅
葉
を
一ヶ
月
以
上
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。渓
谷
に
沿
っ
た「
道
志
み
ち
」に
は
素

朴
な
道
志
村
の
集
落
の
他
に
数
多
く
の
キ
ャ
ン
プ
場
も
点
在
。何

も
な
い
が
ゆ
え
の
本
物
の
大
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

●
10
月
下
旬
〜
11
月
下
旬

●
富
士
急
行
線
都
留
市
駅
か
ら
バ

ス
約
20
分

●
中
央
自
動
車
道
都
留
I
C
か
ら

約
30
分

●
P
普
通
車
・
大
型

●
道
志
村
観
光
協
会

　
☎
0
5
5
4
ー
5
2
ー
1
4
1
4

【道志村】

　 鹿留渓谷 【都留市】
都留市内を流れる桂川の支流である鹿留渓谷。四季折々にその表情をかえ、訪れる人々の心を和ませる。
一番見応えがあるのは秋の紅葉。自然の中に体をあずけ、心地よいひと時をすごすことができる。
●11月上旬～11月中旬　●富士急行線東桂駅下車タクシー又はデマンドバス（要予約）
●中央自動車道都留ICから約20分　●P普通車
●都留市役所産業観光課☎0554-43-1111（内154）

桂川の清流と紅葉のコントラストに癒される
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山
峡
の
秋
化
粧

南
ア
ル
プ
ス

富
士
川
流
域
エ
リ
ア

富
士
川
舟
運
の
歴
史
と

南
ア
ル
プ
ス
の
大
自
然
に
育
ま
れ
た

紅
葉
の
メ
ッ
カ

【
南
ア
ル
プ
ス
市
・
富
士
川
町
・
身
延
町
・
早
川
町
・
南
部
町
】

　 早川渓谷 【早川町】
早川町を南北に走る南アルプス公園線沿いにある渓谷。山肌を染める紅葉が川面
を彩り、秋を満喫できるドライブルートとして人気がある。北端に県内最古の温泉「西
山温泉」と山峡の名湯「奈良田温泉」があり秘境の趣きとなる。
●10月中旬～11月初旬　●JR身延線身延駅からタクシー約30分
●中部横断自動車道増穂ICから約70分　●P普通車
●早川町役場振興課☎0556-45-2511

秘境へと続く変化に富んだ渓谷沿いのドライブコース

　 羽衣白糸の滝 【早川町】
七面山への参道にある修行者の行場として全国的に名高い滝。滝の前には徳川家康の側室
で七面山の女人禁制を解いたお万の方の像が立つ。細い糸のような滝が紅葉した木々の間を
落ちて行く。
●11月上旬～12月上旬
●JR身延線身延駅からバス約40分→タクシー約10分
●中部横断自動車道増穂ICから約40分→徒歩約30分　●P普通車・大型
●早川町役場振興課☎0556-45-2511

紅葉に映える清き流れは霊山を象徴する風景

　 本国寺のオハツキ
　イチョウ【身延町】

全国にわずかしかないオハツキイチョウの３本が
身延町にある。本国寺本堂前にそびえるのは樹
齢700年以上、高さ30m、幹回り6mの巨木で、
国指定天然記念物。
●11月中旬～11月下旬
●JR身延線下部温泉駅からタクシー約5分
●中部横断自動車道増穂ICから約30分
●P普通車
●身延町観光課☎0556-62-1116

　 大柳川渓谷 【富士川町】
山峡の桃源郷のような鰍沢•十谷集落近くの谷深く削り流れる渓谷。野趣あふれる渓谷を間近に感じながら紅
葉を満喫できる穴場。散策の後は集落の伝承料理「みみ」を。秘湯•十谷温泉もある。
●11月中旬～11月下旬　●JR身延線鰍沢口駅からタクシー約30分、又はバス2本乗り継ぎ約40分
●中部横断自動車道増穂ICから約30分　●P普通車・大型
●富士川町役場商工観光課☎0556-22-7202

数々の滝と大小10本の吊り橋もみどころ

　 福士川渓谷 【南部町】
南アルプス山系支脈の山 を々源流とする福士川渓谷は、ヤマモミジを中心に、カエデなどさまざまな葉の色を
楽しめる。
●11月上旬～11月下旬　●JR身延線井出駅からタクシー約15分　
●中央自動車道甲府南ICから約1時間30分　●P普通車
●南部町役場産業振興課☎0556-64-3111

ヤマモミジが織りなす山峡の渓谷美
　 櫛形山 儀丹の滝 【富士川町】
甲府盆地を見おろす半円形をした櫛形山の山中に二段になって流れ、奈良時代に儀丹上人が
修行したとされる滝。雨乞いの霊場とも言われる。櫛形山は他に甲府盆地の眺望が素晴らしい見
晴らし平や紅葉の名所の伊奈ケ湖、山野草や原始林など魅力の多い山。
●10月下旬～11月中旬　●JR身延線市川大門駅からタクシー約55分　●中部横断自動車
道増穂ICから約50分　●P無し　●富士川町役場商工観光課☎0556-22-7202

名著「新•花の百名山」に讃えられる櫛形山が描く秋景色

身
延
山
の
秋

　 戸川渓谷 妙連の滝
戸川渓谷は戸川48滝と言われるほど滝が
多い。なかでも落差20mと最も勢いのある
滝。滝までは遊歩道が完備され、パワース
ポットと噂される滝の神秘的な迫力を間近
に受け止めるころができる。赤石温泉近く。
●10月下旬～11月中旬
●JR身延線市川大門駅からタクシー約45分
●中部横断自動車道増穂ICから約40分
●P普通車
●富士川町役場商工観光課☎0556-22-7202

【富士川町】 山奥深くにとどろく流水の調べ

知る人ぞ知る穴場

　 南アルプス広河原 【南アルプス市】
3,000m級の名峰が連なる南アルプスの登山拠点に位置し、北岳を望む白鳳渓谷の大自然に抱か
れる。通年マイカー規制だが、11月初旬までは山岳バスとタクシーのみ広河原に入ることができる。
夜叉神峠から広河原までのバスの車窓からの白峰三山など言葉にできない絶景が眼前に広がる。
●10月中旬～10月下旬　●JR甲府駅からバス2時間
●中部横断自動車道白根ICから約40分(芦安市営駐車場)→バス約60分　
●P市営駐車場600台　●南アルプス市観光協会☎055-284-4204

息をのむ白峰三山の素晴らしい眺望

遠
く
南
ア
ル
プ
ス
の
峰
が
白
く
染
ま
り
は
じ
め
る
頃
、身
延
山
に

本
格
的
な
秋
が
訪
れ
ま
す
。県
内
で
も
南
に
位
置
す
る
た
め
、

11
月
下
旬
ま
で
楽
し
め
る
の
が
身
延
の
紅
葉
。

身
延
山
は
日
蓮
聖
人
が
最
初
に
草
庵
を
構
え
た
地
。山
麓
の
標

高
4
0
0
m
の
場
所
に
は
日
蓮
宗
総
本
山「
身
延
山
久
遠
寺
」

が
荘
厳
な
佇
ま
い
を
見
せ
、参
道
に
は
格
式
あ
る
宿
坊
も
並
び

ま
す
。し
だ
れ
桜
で
有
名
な
久
遠
寺
で
す
が
秋
の
紅
葉
も
匹
敵

す
る
素
晴
ら
し
さ
、境
内
で
は
秋
咲
き
の
桜
も
見
ら
れ
ま
す
。

奥
之
院
の
あ
る
山
頂
へ
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
7
分
ほ
ど
。杉
の
緑

と
落
葉
樹
の
鮮
や
か
な
彩
り
が
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
す
る
身
延
山
ら

し
い
紅
葉
を
鑑
賞
で
き
、展
望

台
か
ら
は
富
士
山
や
南
ア
ル

プ
ス
連
峰
の
ほ
か
、天
気
が
良

け
れ
ば
駿
河
湾
や
伊
豆
半
島

ま
で
見
晴
ら
せ
ま
す
。

●
10
月
中
旬
〜
11
月
中
旬

●
J
R
身
延
線
身
延
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー

約
10
分

●
中
部
横
断
自
動
車
道
増
穂
I
C
か

ら
約
40
分

●
P
普
通
車
・
大
型

●
身
延
町
観
光
課
☎
0
5
5
6
ー

6
2
ー
1
1
1
6

【
身
延
町
】

全国でも珍しいイチョウ種の、めでたい
黄金色の輝き
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燃
ゆ
る
富
士

富
士
山・富
士
五
湖
エ
リ
ア

【
富
士
河
口
湖
町
・
富
士
吉
田
市
・
山
中
湖
村
・
鳴
沢
村
・
忍
野
村
】

　 河口湖紅葉トンネル 【富士河口湖町】

湖畔道路の中央分離帯に約150mに渡って植えられている
モミジの並木が車道に覆いかぶさり、まさに天然の紅葉トンネ
ル。湖越しに裾野を優雅に広げる富士山もねらえ、秋の河口
湖を象徴する紅葉スポットの一つ。
●11月上旬～11月中旬
●富士急行線河口湖駅からタクシー約30分
●中央自動車道河口湖ICから約20分　●P普通車
●富士河口湖町観光課☎05555-72-3168

富士山•河口湖•紅葉の３ショットをねらえる
絶景ポイント

　 御坂峠旧道 【富士河口湖町】
赤や黄色に染まる山また山。御坂隧道を抜けると峠の茶屋
が富士山を眺めるように建っている。太宰治の名著•富嶽
百景の舞台にもなった「天下茶屋」からは、2階の窓越しに
太宰が眺めた富士山麓の絶景が見える。
●10月中旬～11月下旬
●富士急行線河口湖駅からタクシー約30分
●中央自動車道河口湖ICから約20分
●P無し
●富士河口湖町観光課☎0555-72-3168

「富士には月見草が良く似合う」が生まれた峠へ

 

茅
葺
き
民
家
と
紅
葉

　
　
　い
や
し
の
里
根
場

　 もみじ回廊 【富士河口湖町】

河口湖北岸の美術館通り近くの紅葉スポット。目玉は約60本のもみじ
の巨木並木が作り出す紅く燃えるような回廊。「河口湖紅葉まつり」期
間中に行われる夜間のライトアップは圧巻。
●11月上旬～11月中旬　●富士急行線河口湖駅からバス約25分
●中央自動車道河口湖ICから約15分　●P普通車・大型
●富士河口湖町観光課☎0555-72-3168

モミジの並木が富士山の裾野に真っ赤な回廊を描きだす

日
本
一の
霊
峰
が
抱
く

壮
大
な
大
自
然
の
ド
ラ
マ

一日
で
は
味
わ
いつ
く
せ
ぬ
魅
力

　 野鳥の森 【富士河口湖町】
富士山が育む生命の森「青木ヶ原樹海」に囲まれた自
然公園は、富士山の宝物のような森を静かに満喫でき
る穴場。約200種もの野鳥が飛来し、カエデ、ブナ、ナ
ナカマド、白樺が彩る秋は至極の輝き。
●10月下旬～11月中旬
●富士急行線河口湖駅からバス約50分
●中央自動車道河口湖ICから約25分
●P普通車
●☎0555-82-2160

富士山の太古の森が奏でる紅葉の交響曲

　 西湖 【富士河口湖町】
雄大な樹海の森に抱かれ、富士五湖の中で最も静かで神秘的な雰囲気の湖。フジマリモの
棲息やクニマスの再発見でも知られる。湖畔周辺に手つかずの自然が広がり、それだけに紅
葉も鮮やか、湖畔沿い全域が紅葉スポット。
●10月下旬～11月上旬 ●富士急行線河口湖駅からバス約30分　●中央自動車道河
口湖ICから約25分　●P普通車　●西湖観光協会☎0555-82-3131

神秘の湖水と森の輝き、富士山の宝物のような風景

　 精進湖 【富士河口湖町】
富士五湖の中で一番小さく最も表情の豊かな湖。精進湖からの富士山の眺めは、古くは東
洋のスイスと賞され、また手前に大室山が重なって見える景観を「子抱き富士」と呼び富士
山の有名な景勝地の一つ。特に北岸からの眺めが素晴らしい。
●10月下旬～11月上旬 ●富士急行線河口湖駅からバス約40分　●中央自動車道河
口湖ICから約30分　●P普通車　●精進湖観光協会☎0555-87-2651

湖畔を真っ赤なもみじ葉が染める、東洋のスイスといわれる景色

　 本栖湖 【富士河口湖町】【身延町】
富士五湖一の水深と透明度をかねそなえた瑠璃色の湖面が美しい。北岸からの眺めは千
円札の図柄になった風景としても有名。その澄んだ湖面に映るのが「逆さ富士」。水際に迫
るように周囲の山々の紅葉が取り囲む。
●10月下旬～11月上旬 ●富士急行線河口湖駅からバス約50分　●中央自動車道河
口湖ICから約35分　●P普通車　●本栖湖観光協会☎0555-87-2518
●身延町身延山観光協会（12～3月休業）☎0556-62-0502

「千円札の富士」を彩る湖のルリ色と山々の紅葉

そ
の
昔
、霊
峰
富
士
を
背
に
日
本
一
美
し

い
茅
葺
き
集
落
が
存
在
し
た
西
湖
畔
の

根
場
地
区
に
、茅
葺
き
集
落
が
甦
り
ま

し
た
。黄
色
や
赤
色
に
紅
葉
し
た
木
々
に

包
ま
れ
た
茅
葺
き
集
落
で
、郷
土
料
理

や
そ
ば
を
食
し
た
り
、工
芸
の
手
作
り
体

験
や
お
買
い
物
も
で
き
る
。囲
炉
裏
の
あ

る
縁
側
に
佇
み
、体
い
っ
ぱ
い
秋
を
感
じ

て
と
っ
て
お
き
の
時
を
過
ご
せ
る
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

●10月下旬～11月中旬
●富士急行線河口湖駅からバス約50分
●中央自動車道河口湖ICから約25分
●P普通車・大型
●西湖いやしの里根場☎0555-20-4677

【富士河口湖町】

 　 紅葉台 【鳴沢村】
目の前には富士の裾野を大海のごとく埋めつくす青木ヶ原樹海の圧倒されるような広が
り。西湖、本栖湖も眼下におさめ、富士山をとりまく大自然の雄大さを体感できる。
●10月下旬～11月中旬 ●富士急行線河口湖駅からバス約20分→徒歩約20分
●中央道河口湖ICから約20分　●P普通車・大型　
●鳴沢村観光協会☎0555-85-3900　

富士山を中心に360度の紅葉の世界
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　 山中湖文学の森 【山中湖村】
山中湖南岸の約2万6100坪の敷地に多種の樹木や山野草が植栽され、散策路を
縫うように句碑や歌碑が点在。併設の文化施設も見応えがあり、カエデやナナカマド
が色づくなか日本文学の香りに触れられる。
●10月中旬～11月上旬　●富士急行線富士山駅からバス約25分
●東富士五湖道路山中湖ICから約10分　●P普通車・大型
●山中湖村観光課☎0555-62-9977

三島由起夫文学館や徳富蘇峰館のある自然公園で心静かに紅葉散策

　 二十曲峠・石割山

標高1,155mの峠からは眼下に忍野村の風景
と眼前には他を圧倒する威容の富士山を眺望
できる。さらに標高1,413mの石割山の山頂を
目指せば、澄んだ秋空のもと絶景の富士山が
待っている。
●11月上旬～11月下旬
●富士急行線富士山駅からバス約35分
●東富士五湖道路山中湖ICから約20分
●P普通車（数台）
●忍野村観光協会☎0555-84-4222
●山中湖村観光課☎0555-62-9977

 【忍野村・山中湖村】

　 奥庭（富士山五合目）【鳴沢村】
標高2,400m付近の森林限界にあたる富士山の奥深い自然を散策できる。厳しい風
雪に耐え地を這うような形に育ったカラマツやコメツガ、大小の噴火口など別天地の
ような世界が広がる。雲海を眼下に展望台からの眺望も絶景。
●11月上旬　●富士急行線河口湖駅からバス約50分　●中央自動車道河口湖
ICから約40分→徒歩約10分　●P普通車・大型　●富士スバルライン有料道路
管理事務所☎0555-72-5244　●鳴沢村観光協会☎0555-85-3900

富士山でしか見られない天地の境を彩る紅葉

　 富士吉田市歴史民俗博物館
富士吉田の歴史を今に伝える博物館エリア内にある
旧鎌倉往還沿い、約180mにわたってイロハモミジの
美しい紅葉を鑑賞できる。古民家や御師の家も立ち
並び懐かしい風情。
●10月中旬～11月中旬
●富士急行線富士山駅からバス約15分
●中央自動車道河口湖ICから約10分
●P普通車・大型
●富士吉田市歴史民俗博物館☎0555-24-2411

【富士吉田市】 富士山麓の歴史に想いはせるイロハモミジの並木

　 山中湖旭日丘 【山中湖村】

山中湖畔の緑地公園に植えられた数百本の
モミジやカエデ、ケヤキなどの木々が一気に紅
葉する。600mに渡る見事なまでの紅葉回廊
を散策しながら、湖越しに富士山も仰ぎ見るこ
ともできる。毎年「夕焼けの渚•紅葉祭り」を開
催し、夜間のライトアップも圧巻。
●10月中旬～11月上旬
●富士急行線富士吉田駅からバス約20分
●東富士五湖道路山中湖ICから約10分
●P普通車
●山中湖村観光課☎0555-62-9977

真っ赤なもみじにカラダも染まりそうな
湖畔屈指の紅葉ポイント

裾野までさえぎるもののない至極の富士山と紅葉

【
や
ま
な
し
紅
葉
豆
知
識
】

紅
葉
の
見
頃
の
推
移
を
桜
前
線
に
対
し
て「
紅
葉
前

線
」と
い
い
ま
す
。桜
前
線
が
南
か
ら
北
へ
向
か
う
の
に
対

し
て
、「
紅
葉
前
線
」は
北
か
ら
南
へ
。そ
し
て
山
頂
か
ら

裾
野
へ
と
向
か
い
ま
す
。日
本
の「
紅
葉
前
線
」は
9
月

頃
か
ら
北
海
道
の
大
雪
山
を
皮
切
り
に
始
ま
り
、徐
々

に
下
っ
て
、東
北
地
方
が
10
月
、関
東
か
ら
九
州
が
11
月

か
ら
12
月
初
め
頃
ま
で
と
移
り
ゆ
き
ま
す
。桜
前
線
の

北
上
速
度
に
比
べ
て
紅
葉
前
線
の
南
下
速
度
は
早
く
、

「
春
は
ゆ
っ
く
り
、秋
は
足
早
に
」や
っ
て
き
ま
す
。

関
東
に
位
置
す
る
山
梨
は
と
い
う
と
、地
形
は
東
西
南

北
へ
と
広
が
り
を
持
ち
、ま
た
日
本
一
の
富
士
山
を
は
じ

め
と
し
た
3
，0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
高
峰
を
筆
頭
に
山

梨
百
名
山
を
抱
く
山
岳
王
国
。そ
の
た
め
紅
葉
前
線
も

9
月
下
旬
か
ら
12
月
の
初
旬
ま
で
長
く
山
梨
に
滞
在
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎紅葉が始まって完了するまでに約1ヶ月とされますが、山梨では
北から南へ、東から西へ、また山の頂きから裾野へと2ヶ月以上も
紅葉を楽しめることになります。

色
あ
ざ
や
か
な
美
し
い
紅
葉
に
な
る
条
件
は
様
々
に
あ

り
ま
す
が
、よ
く
言
わ
れ
る
の
は「
日
中
に
好
天
が
続
き
、

葉
が
直
射
日
光
を
十
分
に
受
け
る
こ
と
」「
昼
夜
の
寒
暖

差
の
大
き
さ
」「
大
気
の
乾
燥
に
よ
る
地
中
水
分
の
減

少
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。最
も
重
要
な
の
が
気
温

で
、日
中
の
気
温
が
20
〜
25
℃
、夜
間
が
5
〜
10
℃
く
ら

い
、温
度
差
が
15
℃
あ
る
と
飛
躍
的
に
進
み
ま
す
。こ
の

た
め
高
原
や
山
岳
地
の
多
い
山
梨
県
に
は
紅
葉
の
名
所

が
多
い
の
で
す
。最
低
気
温
8
℃
以
下
に
な
る
と
紅
葉

が
は
じ
ま
り
、さ
ら
に
5
〜
6
℃
以
下
に
な
る
と
一
気
に

進
み
ま
す
。こ
れ
ら
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
は
じ
め
て
、

目
に
染
み
る
よ
う
に
彩
や
か
な
紅
葉
が
楽
し
め
ま
す
。日

本
は
も
と
も
と
紅
葉
を
育
み
や
す
土
地
で
す
が
、温
暖

化
や
大
気
汚
染
が
進
ん
で
く
る
と
美
し
い
紅
葉
が
見
れ

な
く
な
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
、自
然
界
の
調
和
を
崩
さ

な
い
社
会
づ
く
り
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◎紅葉の代表格はイロハ
モミジなどのカエデ科、ツタ
ウルシなどのウルシ科など、
「黄葉」の代表はイチョウ
科、シラカンバ、ヤナギ、カ
エデ科のイタヤカエデなど、
「褐葉」ではブナ、ミズナラ、
カシワなどのブナ科などが
あります。

山
梨
県
に
長
期
滞
在
す
る

紅
葉
前
線

9
月
下
旬
、「
富
士
山（
3
，7
7
6
メ
ー
ト
ル
）」の
5
合

目
の
2
，4
0
0
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら
紅
葉
が
色
づ
き
は

じ
め
ま
す
。こ
の
地
点
が
富
士
山
の
森
林
限
界
に
な
る

た
め
、こ
こ
が
山
梨
の
紅
葉
前
線
の
始
ま
り
と
も
言
え
ま

す
。同
じ
頃
、第
二
の
高
峰「
北
岳（
3
，1
9
3
メ
ー
ト

ル
）」で
も
、黄
葉
や
草
も
み
じ
が
見
ら
れ
は
じ
め
ま
す
。

甲
府
盆
地
で
は
ま
だ
残
暑
も
残
る
こ
ろ
、山
々
の
標
高

差
が
ど
れ
ほ
ど
か
と
い
う
事
が
わ
か
り
ま
す
。少
し
遅
れ

て
10
月
上
旬
、「
八
ヶ
岳
」も
色
づ
き
は
じ
め
、こ
れ
ら
名

峰
の
紅
葉
開
始
を
合
図
に
、山
梨
百
名
山
と
里
の
山
々

た
ち
も
次
々
と
そ
れ
ぞ
れ
の
秋
の
幕
を
開
け
ま
す
。 ◎5合目から始まる富士山の紅葉前線は10月上旬には標高2,000m付近が見頃となり、10月中旬に

は1,500m付近、下旬には1,000mへと下り、さらに樹種も豊かな中の茶屋から馬返し周辺から裾野
の樹海の森にたどりつくまで、多彩な植生の変化による紅葉絵巻を長期間にわたって魅せてくれます。

紅
葉
前
線
は
富
士
山
か
ら

美
し
く
な
る
条
件

紅
葉
に
は
大
き
く
わ
け
て「
紅
葉
」「
黄
葉
」「
褐
葉
」が

あ
り
、実
際
に
は
も
っ
と
微
細
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
す
。「
紅
葉
」の
赤
色
は「
ア
ン
ト
シ
ア
ン
」と
い
う
色
素

に
由
来
す
る
も
の
で
す
が
、こ
の
成
分
は
春
か
ら
夏
の
緑

色
の
葉
に
は
存
在
せ
ず
、秋
に
な
っ
て
葉
に
蓄
積
さ
れ
る

ア
ミ
ノ
酸
や
糖
類
が
光
合
成
さ
れ
る
こ
と
で
新
た
な
色

素
と
し
て
発
生
し
ま
す
。一
方「
黄
葉
」の
黄
色
は
色
素

「
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
」に
よ
り
、若
葉
の
頃
か
ら
葉
に
は
既
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、秋
に
な
っ
て
葉
緑
素
が
分
解
さ
れ

る
こ
と
で
、黄
色
の
色
素
が
目
立
っ
て
現
れ
て
く
る
現
象

で
す
。植
物
の
種
類
に
よ
り
こ
の
過
程
に
も
個
性
が
あ

り
、よ
り
様
々
な
色
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

紅
葉
、黄
葉
、褐
葉

一
本
の
樹
を
紅
葉
の
始
ま
り
か
ら
毎
日
ず
っ
と
見
て
い
る

と
、あ
る
一
瞬
、ま
さ
に
燃
え
る
よ
う
に
輝
く
時
が
あ
る
の

が
わ
か
り
ま
す
。翌
日
か
ら
は
も
う
色
あ
せ
枯
れ
葉
へ
と

移
ろ
い
で
ゆ
き
ま
す
。紅
葉
の
本
当
の
ピ
ー
ク
は
た
っ
た

１
日
と
い
え
る
の
で
す
。

日
本
の
気
象
台
で
は
桜
の
開
花
日
と
同
じ
よ
う
に「
カ
エ

デ
の
紅
葉
日
」と「
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
葉
日
」を
観
測
し
て
い

ま
す
。気
象
庁
に
よ
る
生
物
季
節
現
象
の
観
測
が
始

ま
っ
た
の
は
昭
和
28
年
か
ら
。各
地
の
気
象
台
・
測
候
所

で
観
測
対
象
の
樹
木
を
定
め
観
測
し
、緑
色
の
葉
っ
ぱ
が

ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
日
を
、紅
葉
日（
黄
葉

日
）と
し
て
記
録
し
て
い
ま
す
。

1
年
の
う
ち
で
わ
ず
か
一
瞬
に
訪
れ
る
、樹
木
た
ち
の
生

命
の
輝
き
と
の
出
逢
い
は
一
生
忘
れ
え
ぬ
想
い
出
に
な
る

も
の
で
す
。

紅
葉
の
ピ
ー
ク
は
１
日
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富
士
川

釜
無
川

笛吹
川

早
川

千代田湖

桂川

本栖湖

精進湖
西湖

河口湖

山中湖

か
わ
ぐ
ち
こ ふ

じ
さ
ん

う
え
の
は
ら

し
お
つや

な
が
わ

と
り
さ
わ

さ
る
は
し

は
つ
か
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さ
さ
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ひ
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や
ま
な
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いさわ
おんせん

さ
か
お
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は
だ
か
じ
ま
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にらさき
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しんぷ

あなやま

ひのはる

ながさか

り
ゅ
う
お
う

こぶちざわ

か
い
こ
い
ず
み

かいおおいずみ

き
よ
さ
と

か
じ
か
ざ
わ
ぐ
ち

お
お
つ
き

かいやまとみなみこうふ

かいすみよし
こくぼ

じょうえい

こいかわ

ぜ
ん
こ
う
じ

か
ね
ん
て

い
ち
か
わ
だ
い
も
ん

か
い
う
え
の

あ
し
が
わ

い
ち
か
わ
ほ
ん
ま
ち 富士急

行線

身
延
線

中央
本線

小海線

中
央
本
線

八ヶ岳ＰＡ

双葉スマートＩＣ
双葉ＳＡ

境川ＰＡ

釈迦堂ＰＡ

初狩ＰＡ

談合坂ＳＡ

谷村ＰＡ

勝沼ＩＣ

甲府南ＩＣ

韮崎ＩＣ

須玉ＩＣ

長坂ＩＣ

小淵沢ＩＣ

甲府昭和ＩＣ

双葉ＪＣＴ

白根ＩＣ

南アルプスＩＣ

増
穂
Ｉ
Ｃ

一宮御坂ＩＣ

大月ＪＣＴ

大月ＩＣ

都留ＩＣ

上野原ＩＣ

河口湖ＩＣ
富士吉田ＩＣ

山中湖ＩＣ

雁坂
トン
ネル
有料
道路

富士スバルライン

東富士五湖道路

中央
自動
車道

中央自動車道

中
央
自
動
車
道

中央 自

動

車道

中
部
横
断
自
動
車
道

道志村

丹波山村

小菅村

鳴沢村

忍野村

山中湖村

昭和町

市川三郷町
富士河口湖町 西桂町

早川町

身延町

富士川町

南部町

甲府市
甲斐市

山梨市

甲州市

富士吉田市

都留市

大月市

上野原市

韮崎市

北杜市

南アルプス市

中央市

笛吹市

はくしゅう

しらね

富士川ふるさと工芸館

とみざわ

南きよさと

富士吉田

甲斐大和

しもべ

にらさき

かつやま

花かげの里
まきおか

こぶちさわ

なるさわ

みとみ

とよとみ

どうし

たばやま

清里・小淵沢・韮崎エリア 山梨の紅葉 エリアマップ
【各エリアの紅葉   位置が番号で記してあります】

八ヶ岳高原大橋
東沢大橋
三分一湧水
川俣渓谷 吐竜の滝
美し森(清里周辺）

尾白川渓谷
瑞牆山
七里岩
海岸寺
清春芸術村

石和・勝沼・西沢渓谷エリア
勝沼ぶどう郷
フルーツ公園
西沢渓谷
竜門峡
天目山•栖雲寺石庭

八田家書院
恵林寺
新道峠
芦川渓谷
根津記念館

大月・都留エリア
猿橋
丹波渓谷
小菅川•白糸の滝
鶴川渓谷
三ッ峠

神鈴の滝周辺
鹿留渓谷
雁ヶ腹摺山
道志渓谷

富士山・富士五湖エリア
もみじ回廊
河口湖紅葉トンネル
御坂峠旧道
紅葉台
西湖

野鳥の森
精進湖
本栖湖
西湖いやしの里根場
山中湖旭日丘

富士吉田市歴史民俗博物館
山中湖文学の森
二十曲峠•石割山
奥庭(富士山5合目）

甲府・昇仙峡エリア
御岳昇仙峡
荒川林道（クリスタルライン）
板敷渓谷
信玄堤公園
小瀬スポーツ公園

武田神社
四尾連湖
山梨県立考古博物館
武田の杜　健康の森
芸術の森公園

南アルプス・富士川流域エリア
南アルプス広河原
早川渓谷
櫛形山　犠丹の滝 
戸川渓谷　妙連の滝
大柳川渓谷

羽衣白糸の滝
本国寺のオハツキイチョウ
福士川渓谷
身延山久遠寺

八ヶ岳 清泉寮

勝沼ぶどうの丘

猿橋

三ッ峠

山中湖河口湖西湖精進湖本栖湖

文学館

県立美術館

昇仙峡

身延山 五重塔 1718



㈳やまなし観光推進機構
☎055-231-2722 甲府市丸の内1-8-17  山梨県庁 西別館 1階

●観光のお問い合わせは
◎富士の国やまなし館 東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル1階……… ☎03-3241-3776　
◎中央線沿線案内センター 東京都新宿区新宿3-38-1 JR新宿駅東口1階 ………… ☎03-3341-0295
◎山梨県大阪事務所 大阪市北区梅田1 大阪駅前第3ビル21階……………… ☎06-6344-5961　
◎山梨県立富士ビジターセンター 南都留郡富士河口湖町船津6663-1 …………………… ☎0555-72-0259　

印刷　（株）サンニチ印刷
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411 139

東京駅

品川駅

新宿駅ＪＲ中央本線大月駅甲府駅

清里駅

小淵沢駅

至
松
本

至佐久

至秩父

至
名
古
屋

JR小海線

富士山駅

横
浜
駅

河口湖駅

下部温泉駅

三島駅

JR東海道新幹線新富士駅

静岡駅 富士駅

富
士
急
行
線

JR
身
延
線

八王子駅

中央自動車道

圏央道

高井戸IC

河口湖IC
富士吉田IC

山中湖IC

南アルプスIC

甲府昭和IC
甲府南IC

勝沼IC

白根IC

小淵沢IC

須走IC

御殿場IC

東
名
高
速
道
路

沼津IC富士IC清水IC

大月Jct
雁坂トンネル

双葉SAスマートIC
双葉Jct

増穂IC

至
青
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富士の国やまなし観光ネット
http://www.yamanashi-kankou.jp/

あなたの旅をもっと楽しく！
行ってみたい観光スポットが決
まったら、「富士の国やまなし観光
ネット」で検索し、［見る］［食べる］
［温泉］［体験］などのアイコンをク
リック！
地図上で『情報誌にはない“独
自の穴場スポット”』を簡単に見
つけることができ、山梨をもっと
楽しむことができます。

マイプランで
オリジナル観光ルートを作ろう！
作成したマイプランは印刷した
り、自分や友人の携帯電話や対
応するカーナビにメールにて送
信することができます。

地元の自慢が詰まった手作りの旅

検索いい旅やまなしナビ

お申込み専用ダイヤル

☎055-231-2230
●電話でのお申込みは

お申込み営業時間 9：00～17：00（土・日・祝も可）
※コースにより内容変更、受付終了の場合もございます。
　詳しくは専用ダイヤルか、WEBサイトでご確認ください。

このパンフレットの内容は、平成24年11月現在のものです。

町歩きふらっと案内町歩きふらっと案内スマートフォン対応アプリケーション
「ふらっと案内」で

山梨の旅をもっと楽しく快適に！
富士の国やまなし観光ネットと連携し情報を提供

■Android携帯の場合は、マーケット
（Androidマーケット）で「ふらっと案
内」を検索し、ダウンロードして利用し
ます。（無料）■iPhone/iPadの場合
は、App Storeで「ふらっと案内」を
検索し、ダウンロードして利用します。
（無料）

SoftBank、docomo、auのAndroid
携帯電話とiPhone/iPadで利用できます。

見る・遊ぶ・食べる・体験・宿泊・入浴・お土産等のスポット及びイベント情報

富士の国やまなし観光ネットで提供している観光情報約5千件の
内、約2千件の情報を発信。現在地周辺の観光スポットを検索し、
ルート案内が簡単にできるなど、町歩きをサポートします。

バス情報と連動！

「いい旅やまなしナビ」では、
山梨ならではのツアーをテー
マごとにご提案します！
「地元の自慢が詰まった手作り
の旅」をお楽しみください！

http://www.yamanashi-kankou.jp/y-tabi/


